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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第27期
第３四半期
連結累計期間

第28期
第３四半期
連結累計期間

第27期

会計期間
自 平成25年９月１日
至 平成26年５月31日

自 平成26年９月１日
至 平成27年５月31日

自 平成25年９月１日
至 平成26年８月31日

売上高 (千円) 27,255,486 29,108,796 36,150,342

経常利益 (千円) 2,144,415 2,375,586 2,929,229

四半期(当期)純利益 (千円) 1,145,165 1,242,240 1,245,180

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,145,165 1,318,226 1,245,180

純資産額 (千円) 12,318,570 13,464,618 12,418,584

総資産額 (千円) 20,412,222 23,549,286 20,788,324

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 47.76 51.81 51.93

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― － －

自己資本比率 (％) 60.3 57.2 59.7
 

 

回次
第27期
第３四半期
連結会計期間

第28期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年３月１日
至 平成26年５月31日

自 平成27年３月１日
至 平成27年５月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 31.66 37.35
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社、以下「当社グループ」という。)が

営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社における異動は以下の通りであります。

 前連結会計年度まで当社の非連結子会社でありました吉姿商貿(瀋陽)有限公司、睛姿商貿(上海)有限公司及び睛姿

美視商貿(北京)有限公司につきましては、重要性が増したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲に追加して

おりますが、３社とも報告セグメントは「アイウエア事業」であります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」について重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間(平成26年９月１日～平成27年５月31日)におけるわが国経済は、政府による経済政策

や原油価格下落の効果を背景として企業収益や雇用・所得環境に改善が見られる等、景気は緩やかな回復基調が続

いております。

一方で、海外景気の下振れや為替相場の変動による原材料、製品価格の高騰等に対する懸念により先行きは不透

明な状況であり、国内眼鏡小売市場（視力矯正眼鏡）も消費税増税の影響により低迷が続いております。

このような市場環境の中で、当社グループのアイウエア事業では、商品力の向上と顧客満足度の追求を喫緊の課

題と認識し、商品戦略の刷新、店舗社員の待遇改善、店舗オペレーションの効率化等を推進してまいりました。

その結果、当第３四半期連結会計期間（平成27年３月１日～平成27年５月31日）の国内アイウエア専門ショップ

の既存店売上高は前年同期に比べ3.2％の増加に転じました。

また、前連結会計年度まで当社の非連結子会社でありました吉姿商貿(瀋陽)有限公司、睛姿商貿(上海)有限公司

及び睛姿美視商貿(北京)有限公司につきましては、重要性が増したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲

に追加しておりますが、３社とも報告セグメントは「アイウエア事業」であります。

これにより、当第３四半期連結会計期間末におけるアイウエア専門ショップの店舗数は、国内直営店舗287店舗

（出店25店舗、退店５店舗）、中国直営店舗48店舗（出店23店舗、退店なし）の合計335店舗となりました。

その他、メンズ雑貨専門ショップ15店舗（出店３店舗、退店なし）、レディス雑貨専門ショップ25店舗（出店３

店舗、退店２店舗）となりました。

売上総利益率は、急激な円安による影響はあったものの、調達コストのコントロール強化と値引きの抑制による

眼鏡一式販売単価の上昇、更に中国連結効果も加わったことにより、74.9％と前年同期に比べ2.2ポイント向上いた

しました。

主要な販売管理費については、店舗社員の待遇改善及び１店舗当たり社員の増加等に伴う人件費の増加を広告宣

伝費の圧縮で吸収し、全体として計画通りに進捗いたしました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高29,108,796千円（前年同期比6.8％増）、営業利益

2,451,881千円（前年同期比12.5％増）、経常利益2,375,586千円（前年同期比10.8％増）、四半期純利益1,242,240

千円（前年同期比8.5％増）と増収増益を達成いたしました。
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セグメント業績の概況

当社グループの報告セグメントは、事業部門別セグメントから構成されており、またそのほとんどを占めるアイ

ウエア事業を報告セグメントとしております。

セグメント別の売上高は、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年９月１日
至 平成27年５月31日)

構成比 前年同期比

アイウエア事業 27,029,404千円 92.9％ 106.3％

その他　　　　 2,079,392千円 7.1％ 113.9％

合計 29,108,796千円 100.0％ 106.8％
 

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　「その他」の区分には、メンズ雑貨事業、レディス雑貨事業等の収入が含まれております。

 

〈アイウエア事業〉

アイウエア事業の売上高は、27,029,404千円、売上高全体に占める割合は92.9％となっております。

当第３四半期連結会計期間末におけるアイウエア専門ショップの店舗数は、国内直営店舗287店舗、中国直営店

舗48店舗となっております。

 

〈その他〉

その他につきましては、メンズ雑貨事業、レディス雑貨事業等の収入により構成されております。

その他の売上高は、2,079,392千円となっております。

当第３四半期連結会計期間末におけるその他の直営店舗数は、メンズ雑貨専門ショップ15店舗、レディス雑貨

専門ショップ25店舗となっております。

 

(2) 財政状態の分析

(資産、負債及び純資産の状況)

当第３四半期連結会計期間末の資産、負債及び純資産の状況は、次のとおりであります。

    (単位：千円)

 
前連結会計年度
(平成26年８月31日)

当第３四半期連結
会計期間末

(平成27年５月31日)
増減 増減率(％)

総資産 20,788,324 23,549,286 2,760,961 13.3

負債 8,369,739 10,084,667 1,714,928 20.5

純資産 12,418,584 13,464,618 1,046,033 8.4
 

 

(イ)資産

流動資産は、11,086,150千円となり、前連結会計年度末に比べ1,268,242千円増加いたしました。

これは主に、受取手形及び売掛金が805,794千円増加したこと、商品及び製品が843,769千円増加したことに

よるものであります。

固定資産は、12,463,136千円となり、前連結会計年度末に比べ1,492,719千円増加いたしました。

これは主に、新規出店等に伴い建物及び構築物等の有形固定資産が811,216千円増加したこと、敷金及び保証

金が223,440千円増加したことによるものであります。

以上により、総資産は、23,549,286千円となり、前連結会計年度末に比べ2,760,961千円増加いたしました。
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(ロ)負債　

流動負債は、7,733,714千円となり、前連結会計年度末に比べ1,405,847千円増加いたしました。

これは主に、買掛金が647,188千円増加したこと、短期借入金が482,857千円増加したことによるものであり

ます。

固定負債は、2,350,953千円となり、前連結会計年度末に比べ309,080千円増加いたしました。

これは主に、長期借入金が72,220千円増加したこと、新規出店に伴いリース債務が95,145千円増加したこと

によるものであります。

以上により、負債合計は、10,084,667千円となり、前連結会計年度末に比べ1,714,928千円増加いたしまし

た。

 

(ハ)純資産

純資産合計は、13,464,618千円となり、前連結会計年度末に比べ1,046,033千円増加いたしました。

これは主に、四半期純利益1,242,240千円の計上があったことによるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当社グループで行っている主な研究開発活動は、アイウエア事業で行っております新商品の開発に係るものであ

ります。

なお、当第３四半期連結累計期間において研究開発費は発生しておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社ジェイアイエヌ(E03471)

四半期報告書

 6/19



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 73,920,000

計 73,920,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年７月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,980,000 23,980,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数　100株

計 23,980,000 23,980,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年３月１日～
平成27年５月31日

― 23,980,000 ― 3,202,475 ― 3,157,475
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

3,400
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

23,972,200
239,722 単元株式数　100株

単元未満株式
普通株式

4,400
― ―

発行済株式総数 23,980,000 ― ―

総株主の議決権 ― 239,722 ―
 

(注) 単元未満株式数には、当社所有の自己株式 91株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ジェイアイエヌ
群馬県前橋市川原町
二丁目26番地４

3,400 ― 3,400 0.01

計 ― 3,400 ― 3,400 0.01
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成27年３月１日から平成

27年５月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年９月１日から平成27年５月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,245,372 3,080,191

  受取手形及び売掛金 2,459,625 3,265,419

  商品及び製品 2,784,723 3,628,493

  原材料及び貯蔵品 200,519 163,197

  その他 1,127,904 949,148

  貸倒引当金 △238 △299

  流動資産合計 9,817,907 11,086,150

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 5,217,054 5,570,738

   その他（純額） 787,113 1,244,645

   有形固定資産合計 6,004,167 6,815,383

  無形固定資産 943,913 941,039

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 2,836,424 3,059,864

   その他 1,185,911 1,646,848

   投資その他の資産合計 4,022,335 4,706,713

  固定資産合計 10,970,416 12,463,136

 資産合計 20,788,324 23,549,286
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年５月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 845,849 1,493,038

  短期借入金 228,433 711,290

  1年内返済予定の長期借入金 1,230,468 1,177,432

  未払金及び未払費用 2,254,587 2,692,047

  未払法人税等 987,912 617,643

  資産除去債務 20,420 20,420

  その他 760,195 1,021,843

  流動負債合計 6,327,867 7,733,714

 固定負債   

  長期借入金 1,078,929 1,151,149

  資産除去債務 192,124 201,657

  その他 770,818 998,146

  固定負債合計 2,041,872 2,350,953

 負債合計 8,369,739 10,084,667

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,202,475 3,202,475

  資本剰余金 3,179,475 3,179,475

  利益剰余金 6,038,551 6,938,396

  自己株式 △1,917 △1,917

  株主資本合計 12,418,584 13,318,429

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 － 146,189

  その他の包括利益累計額 － 146,189

 純資産合計 12,418,584 13,464,618

負債純資産合計 20,788,324 23,549,286
 

 

 

 

EDINET提出書類

株式会社ジェイアイエヌ(E03471)

四半期報告書

11/19



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年９月１日
　至 平成26年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年９月１日
　至 平成27年５月31日)

売上高 27,255,486 29,108,796

売上原価 7,452,560 7,309,556

売上総利益 19,802,925 21,799,240

販売費及び一般管理費 ※  17,624,068 ※  19,347,358

営業利益 2,178,857 2,451,881

営業外収益   

 受取利息 3,507 952

 受取手数料 39,996 －

 受取賃貸料 19,518 15,406

 その他 7,872 6,029

 営業外収益合計 70,894 22,388

営業外費用   

 支払利息 28,877 38,742

 支払手数料 11,413 17,976

 為替差損 53,320 32,227

 その他 11,724 9,737

 営業外費用合計 105,336 98,683

経常利益 2,144,415 2,375,586

特別利益   

 受取和解金 214,400 －

 特別利益合計 214,400 －

特別損失   

 固定資産除却損 129,623 80,977

 減損損失 － 7,351

 店舗閉鎖損失 9,401 40,172

 リース解約損 9,527 －

 事務所移転費用 126,869 －

 特別損失合計 275,421 128,501

税金等調整前四半期純利益 2,083,393 2,247,084

法人税、住民税及び事業税 917,460 854,596

法人税等調整額 20,767 150,247

法人税等合計 938,228 1,004,843

少数株主損益調整前四半期純利益 1,145,165 1,242,240

四半期純利益 1,145,165 1,242,240
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年９月１日
　至 平成26年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年９月１日
　至 平成27年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,145,165 1,242,240

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 － 75,985

 その他の包括利益合計 － 75,985

四半期包括利益 1,145,165 1,318,226

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,145,165 1,318,226
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用範囲の変更)

第１四半期連結会計期間より、前連結会計年度まで当社の非連結子会社でありました吉姿商貿(瀋陽)有限公司、

睛姿商貿(上海)有限公司及び睛姿美視商貿(北京)有限公司につきましては、重要性が増したため、連結の範囲に含

めております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

     Ⅰ 保証債務

一部の賃借物件の敷金及び保証金について、当社、貸主及び金融機関との間で代預託契約を締結しておりま

す。

当該契約に基づき、金融機関は貸主に対し敷金及び保証金相当額を預託しており、当社は貸主が金融機関に対

して負う当該預託金の返還債務を保証しております。

 
前連結会計年度

(平成26年８月31日)
当第３四半期連結会計期間
(平成27年５月31日)

 140,600千円 140,600千円
 

 

     Ⅱ 財務制限条項

前連結会計年度(平成26年８月31日)

当社は、運転資金及び店舗出店等に関する設備資金の機動的かつ安定的な調達を可能にするため、取引銀行等

とコミットメント契約を締結しており、これらの契約には下記の財務制限条項が付されております。

(1) 平成22年８月31日付シンジケートローン契約

当連結会計年度末残高 200,320千円
 

(2) 平成23年８月31日付シンジケートローン契約

当連結会計年度末残高 780,760千円
 

(3) 平成24年８月31日付コミットメントライン契約

融資枠契約の総額 2,000,000千円

借入実行残高(連結会計年度末借入金残高) －千円

差引未実行残高 2,000,000千円
 

(4）平成26年７月31日付コミット型シンジケートローン契約

融資枠契約の総額 6,000,000千円

借入実行残高(連結会計年度末借入金残高) －千円

差引未実行残高 6,000,000千円
 

以上の契約にかかる財務制限条項

① 契約締結日以降の各決算期末日における連結、単体の貸借対照表の純資産の部の合計金額を、契約締

結日直前の決算期末日における金額の75％、または直近の各決算期末日における金額の75％のうち、

いずれか高い方の金額以上に維持すること。

② 契約締結日以降の各決算期末日における連結、単体の損益計算書の経常損益の額を損失としないこ

と。
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(5）平成24年９月28日付グローバル・コミットメントライン契約

融資枠契約の総額 500,000千円

借入実行残高(連結会計年度末借入金残高) －千円

差引未実行残高 500,000千円
 

以上の契約にかかる財務制限条項

① 契約締結日直前の決算以降、各決算期末日における連結、単体の貸借対照表の純資産の部の合計金額

を、契約締結日直前々年の決算期末日における金額の75％、または直近の各決算期末日における金額

の75％のうち、いずれか高い方の金額以上に維持すること。

② 契約締結日直前の決算以降、各決算期末日における連結、単体の損益計算書の経常損益の額を損失と

しないこと。

 

当第３四半期連結会計期間(平成27年５月31日)

当社は、運転資金及び店舗出店等に関する設備資金の機動的かつ安定的な調達を可能にするため、取引銀行等

とコミットメント契約を締結しており、これらの契約には下記の財務制限条項が付されております。

(1) 平成22年８月31日付シンジケートローン契約

当四半期連結会計期間末残高 7,600千円
 

(2) 平成23年８月31日付シンジケートローン契約

当四半期連結会計期間末残高 422,920千円
 

(3) 平成24年８月31日付コミットメントライン契約

融資枠契約の総額 2,000,000千円

借入実行残高(当四半期連結会計期間末借入金残高) －千円

差引未実行残高 2,000,000千円
 

(4) 平成26年７月31日付コミット型シンジケートローン契約

融資枠契約の総額 6,000,000千円

借入実行残高(当四半期連結会計期間末借入金残高) －千円

差引未実行残高 6,000,000千円
 

以上の契約にかかる財務制限条項

① 契約締結日以降の各決算期末日における連結、単体の貸借対照表の純資産の部の合計金額を、契約締

結日直前の決算期末日における金額の75％、または直近の各決算期末日における金額の75％のうち、

いずれか高い方の金額以上に維持すること。

② 契約締結日以降の各決算期末日における連結、単体の損益計算書の経常損益の額を損失としないこ

と。

(5）平成24年９月28日付グローバル・コミットメントライン契約

融資枠契約の総額 500,000千円

借入実行残高(当四半期連結会計期間末借入金残高) －千円

差引未実行残高 500,000千円
 

(6）平成24年９月28日グローバル・コミットメントライン契約

融資枠契約の総額 774,400千円 (外貨額　40,000千元)

借入実行残高(当四半期連結会計期間末借入金残高) 563,356千円 (外貨額　29,098千元)

差引未実行残高 211,043千円 (外貨額　10,901千元)
 

以上の契約にかかる財務制限条項

① 契約締結日直前の決算以降、各決算期末日における連結、単体の貸借対照表の純資産の部の合計金額

を、契約締結日直前々年の決算期末日における金額の75％、または直近の各決算期末日における金額

の75％のうち、いずれか高い方の金額以上に維持すること。

② 契約締結日直前の決算以降、各決算期末日における連結、単体の損益計算書の経常損益の額を損失と

しないこと。
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(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年９月１日
至 平成26年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年９月１日
至 平成27年５月31日)

給与手当 4,552,187 千円 5,461,003 千円

地代家賃 3,823,480 4,889,429 

広告宣伝費 2,647,737 1,669,547 
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであ

ります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年９月１日
至 平成26年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年９月１日
至 平成27年５月31日)

減価償却費 1,086,273千円 1,371,143千円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年９月１日 至 平成26年５月31日)

   配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月28日
定時株主総会

普通株式 959,060 40.00 平成25年８月31日 平成25年11月29日 利益剰余金
 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年９月１日 至 平成27年５月31日)

   配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月27日
定時株主総会

普通株式 239,765 10.00 平成26年８月31日 平成26年11月28日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

     【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年９月１日 至 平成26年５月31日)

当社グループの報告セグメントは、「アイウエア事業」を報告セグメントとしておりますが、「その他」の相

対的割合が低く重要性が乏しいため、セグメントの記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年９月１日 至 平成27年５月31日)

当社グループの報告セグメントは、「アイウエア事業」を報告セグメントとしておりますが、「その他」の相

対的割合が低く重要性が乏しいため、セグメントの記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年９月１日
至 平成26年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年９月１日
至 平成27年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額 47円76銭 51円81銭

 (算定上の基礎)   

 四半期純利益金額(千円) 1,145,165 1,242,240

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,145,165 1,242,240

 普通株式の期中平均株式数(株) 23,976,509 23,976,509
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　　　　該当事項はありません。　　

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年７月13日

株式会社ジェイアイエヌ

取締役会 御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   白   羽   龍   三   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   鈴   木   裕   司   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジェイ

アイエヌの平成26年９月１日から平成27年８月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成27年３月１日か

ら平成27年５月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年９月１日から平成27年５月31日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジェイアイエヌ及び連結子会社の平成27年５月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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